
＜プッシュ式引出しレール調整方法③ ＞

調整をする場合は、鏡板と底板を連結してい

るL型金具と連結コネクタのネジを緩めてか

ら調整してください。連結コネクタのネジは、

下記を参考に緩めてください。調整後必ず締

めつけてください。

③奥行調整については、L型金具と連結コネ

クタのネジを緩めずに調整可能です。

引出し裏のダイヤルを回し

て奥行を調整してください

L型金具

① 高さ調整（±2mm）

② 左右調整（±1.5mm）

高さ調整ネジ（下側）を

回して鏡板の高さを調整し、

固定ネジ（上側）を締め付

けます

引出し裏側にある左右

のフックを同時に押し、

鏡板の固定を解除しま

す。その状態で鏡板を

左右に動かして調整を

します。左右のフック

を離すと鏡板が固定さ

れます。

③ 奥行調整（+3mm/-1mm）
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連結コネクタ

固定ネジ（上側）を

緩めます

ダイヤル
フック

引出し裏側
引出し裏側

引出し裏側

シンクロバー

シンクロバーを斜

めにして持ち上げ、

連結コネクタから

外してください。

鏡板側に固定されている鏡板

固定ネジを緩めてください。

調整後は、鏡板固定ネジを締

めつけた後、シンクロバーを

連結コネクタに取付けてくだ

さい。

シンクロバー

鏡板固定ネジ

連結コネクタ

固定ネジ
（上側）

高さ調整ネジ
（下側）
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